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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

  ① 当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善、個人消費や設備投資も上向き、

緩やかながら回復基調で推移しましたが、一方では、中国をはじめとするアジア経済の減速等の懸念材

料もあり、依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

建材業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は、緩やかな持ち直しの傾向はあるも

のの依然として低い水準で推移しており、また、建築コストの上昇や人手不足等の不安定要因もあり厳

しい事業環境が続きました。 

このような環境下、当社グループは、関東圏の営業体制強化を目的とし、平成27年１月より株式会社

Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅの北関東支店を出店させるとともに、各種セール・キャンペーンの実施、商業店

舗及び住宅リフォーム市場等への積極的な営業展開を実施しました。また、円安による原材料価格及び

製品仕入価格の上昇分については、合理化の推進及び一部販売価格への転嫁を行い利益率改善に取り組

んで参りました。 

また、生産から営業における経営の一体化及び効率化並びにグループ資源の一元化、併せてグループ

組織のスリム化を図ることによるコスト削減に取り組み、企業価値を向上させることを目的として、連

結子会社であります株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅ、株式会社Ｄａｎｔｏ及びダントーキャピタル株式会

社の３社を株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅを存続会社として平成28年１月１日付けで合併することとい

たしました。 

更に、アメリカ合衆国ハワイ諸島における住宅開発関連事業に参画することを目的とし、また、当該

住宅開発に付随し、将来的にタイルの販売も視野に入れ、平成27年12月23日付けで子会社Ｄａｎｔｏ Ｕ

ＳＡ Ｉｎｃ．を設立いたしました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は、市場が低迷している中、消費税率引き上げに伴う需要の

反動等もあり厳しい状況で推移し、売上高は58億６百万円（前年同期64億３千８百万円）となり、売上

高の減少に伴い、利益面につきましても営業損失４億６千９百万円（前年同期４億５千４百万円）、経

常損失４億６千３百万円（前年同期２億１千１百万円）となり、また、たな卸資産評価損１億２千１百

万円を特別損失に計上した結果、当期純損失６億６千万円（前年同期２億７千万円）となりました。 

また、前連結会計年度において、株式会社Ｄａｎｔｏが控訴しておりました保証金返還請求訴訟につ

いて、双方が請求を放棄することで和解が成立いたしました。 

なお、当該訴訟に係る損益に与える影響につきましては、前連結会計年度において第一審の判決に基

づき費用計上しているため、当連結会計年度においては軽微であります。 

 

  ② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、企業収益や雇用環境の改善により、国内経済は回復基調で推移するも

のの、アジア経済の影響、株式市場及び外国為替市場の急激な変動による混乱が継続することが予想さ

れ、先行き不透明な状況で推移するものと予想されます。 

このような環境下、平成28年１月１日付けで連結子会社３社を合併させ、新組織体制の下、引き続き

商品構成の充実を推進しつつ、販売力の強化によりシェアの拡大と新規市場の開拓を図り、遊休資産の

活用を進め、更なる収益の改善と企業価値の向上に努め、赤字体質からの早期脱却を目指して参ります。 

以上により、次期の連結業績につきましては、売上高60億円、営業損失２億５千万円、経常損失２億

１千万円、親会社株主に帰属する当期純損失２億１千万円を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

ダントーホールディングス㈱（5337）　平成27年12月期　決算短信

2



 

（２）財政状態に関する分析 

  ① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末において総資産は、投資有価証券の新規取得等により 13 億８千２百万円増加しまし

たが、現金及び預金が 18 億３千７百万円及び受取手形及び売掛金が１億１千６百万円減少したこと等に

伴い、前連結会計年度末に比べ８億１千９千万円の減少となりました。 

負債につきましては、退職給付に係る負債が６千６百万円及び未払金が６千５百万円増加しましたが、

投資有価証券の時価評価等に伴う繰延税金負債が１億５千２百万円減少したこと等により、１億３百万

円の減少となりました。 

純資産は、利益剰余金が６億６千６百万円及びその他有価証券評価差額金が７千２百万円減少したこ

と等の結果、７億１千６百万円の減少となりました。 

 

  ② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前当期純損失６

億７百万円に売上債権の減少額１億１千６百万円及びたな卸資産の減少額１億５百万円等が加算される

ものの、投資有価証券の取得による支出 16 億５百万円等があり、前連結会計年度末に比べて 18 億４千

４百万円減少し、25 億９千５百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における営業活動による資金の減少は、２億７千２百万円となりました。これは、主

に、税金等調整前当期純損失６億７百万円に売上債権の減少額１億１千６百万円及びたな卸資産の減少

額１億５百万円等が加算されるものの、法人税等の支払額５千５百万円等が減算されたことによるもの

であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、15 億４千９百万円となりました。これは、長

期貸付金回収による収入７千４百万円等がありましたが、投資有価証券の取得による支出 16 億５百万円

があったこと等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、１千４百万円となりました。これは、自己株

式の売却による収入１千５百万円がありましたが、短期借入金の減少額２千５百万円があったこと等に

よるものであります。 

 

  ③ キャッシュ・フロー関連指標の推移 

当社グループのキャッシュ･フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成24年12月期 平成25年12月期 平成26年12月期 平成27年12月期

自 己 資 本 比 率 (％) 71.1 71.7 71.0 70.1 

時価ベースの自己資本比率 (％) 19.1 26.0 26.9 34.7 

キャッシュ･フロー対有利子負債比率 (％) － － － － 

インタレスト･カバレッジ･レシオ (倍) － － － － 

  自己資本比率：自己資本／総資産 

  時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

  キャッシュ･フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

３．キャッシュ･フローは、「営業活動によるキャッシュ･フロー」を利用しております。 

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

５．キャッシュ･フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」がマイナスのため記載しておりません。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、常日頃多大のご支援を頂いております株主様に対する利益配当につきましては、何よりも重要

な経営 重要課題であると考えております。この方針のもとに、配当金については安定配当を第一義と考

えておりますが、収益の状況により企業体質の強化と配当性向などを勘案して実施することとしておりま

す。 

当社の配当回数につきましては、年１回（期末配当）を基本方針としており、決定機関につきましては

株主総会であります。 

この基本方針に基づき、当期の配当につきましては、当期の厳しい業績等を勘案し、誠に遺憾ながら見

送りとさせていただく予定です。また、次期の配当予想につきましても、長引く不況を鑑み見送りとさせ

ていただく予定です。グループを挙げて早期の業績回復に取り組み、一刻も早く株主の皆様に復配できる

よう全力を尽くして参ります。 

 

（４）事業等のリスク 

当社グループの経営成績及び財政状態は、今後事業を行っていく上で起こりうる様々なリスクによって

影響を受ける可能性があり、特に投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある主な事項について、以

下に記載しています。 

なお、将来に関する事項は、当連結会計年度末（平成 27 年 12 月 31 日）現在において、当社グループが

判断したものであり、事業等のリスクはこれに限られるものではありません。 

  ① 経済環境によるリスクについて 

当社グループの事業内容は、主として建設用陶磁器とその関連製品の製造・販売・施工であります。

このため、住宅着工戸数の減少、厳しい価格競争の激化及び個人消費の動向の変化等により当社グルー

プの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

  ② 原材料等の価格変動について 

当社グループの製造過程において使用されるエネルギー、重金属など原材料の価格変動について、急

激に高騰した場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

  ③ 製造物責任について 

当社グループは、製品の品質については、滑り抵抗など社内基準、ＩＳＯ品質マネジメントシステム

を登録・活用して製造しております。製造物責任賠償保険に加入しておりますが、万一、製品事故の発

生及び品質の問題が発生した場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

  ④ 在庫リスクについて 

当社グループは、多品種（色数×形状）の製品を取扱うため、品目ごとに標準在庫を設定し運営して

おります。販売予測と実際の乖離が生じ滞留在庫が多量に発生した場合、当社グループの経営成績に影

響を及ぼす可能性があります。 

 

 ⑤ 為替相場によるリスクについて 

当社グループは、外貨建資産、為替先物（先渡）取引及び為替オプション取引を行っております。急

激な為替相場の変動が発生した場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 
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（５）継続企業の前提に関する重要事象等 

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象

又は状況が存在しておりますが、これは４億６千９百万円の営業損失及び２億７千２百万円の営業活動に

よるキャッシュ・フローの減少を計上しているためであります。 
このような状況の中、当社グループは、当該状況を解消すべく、生産から営業における経営の一体化及

び経営の効率化並びにグループ資源の一元化、併せてグループ組織のスリム化を図ることによるコスト削

減に取り組み、企業価値を向上させることを目的として、連結子会社であります株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉ

ｌｅ、株式会社Ｄａｎｔｏ及びダントーキャピタル株式会社の３社を株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅを存続

会社として平成 28 年１月１日付けで合併することといたしました。また、アメリカ合衆国ハワイ諸島にお

ける住宅開発関連事業に参画することを目的とし、また、当該住宅開発に付随し、将来的にタイルの販売

も視野に入れ、平成 27年 12 月 23 日付けで子会社Ｄａｎｔｏ ＵＳＡ Ｉｎｃ．を設立いたしました。 

取り組みといたしましては、徹底した経営資源の効率化を図り、開発・生産・販売の連携の強化及び商

品開発のスピードを向上させることにより販売力の強化及び新規市場の開拓を実施し、また、効率的な生

産により原価低減に努め、併せて遊休資産の活用を進め、当連結会計年度計上の営業損失４億６千９百万

円を早期に解消し、営業黒字体質の構築に取り組む所存であります。 

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化に対応するための現金及び預金を中心とした金融  

資産を有しております。 
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２．企業集団の状況 

 

当社グループ(当社、子会社５社により構成)の事業内容は、主として建設用陶磁器とその関連製品の製造・

販売・施工であり、次に投資運用事業となります。その他工場用地の一部の有効利用を目的に不動産賃貸業

も営んでおります。 

当社及び関係会社の位置付け等は次のとおりであります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイル関連事業 投資運用 

事業 
 

住宅開発

関連事業 
得 意 先 

     

（注） 平成28年１月１日に当社の連結子会社であります株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅを吸収合併存続会社、株

式会社Ｄａｎｔｏ及びダントーキャピタル株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を実施しておりま

す。 
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３．経営方針 

 

（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、明治初頭以来130年の永きに亘り真摯にタイルづくり一筋に励んで参りました。この輝

かしい伝統を背景に 

１．ものづくり理念 

・人と地球環境に優しい製品づくり 

・お客さまの立場に立ち、企業として自信のもてる、語れる製品づくり 

２．お役立ち理念 

・タイルのある快適な暮らしをご提案します 

・タイルに関するトータルサービスをご提供し、お客様に安心をお届けします 

をグループ共有の企業理念として、長年培ってきた独自の技術を活かし、省エネルギーやリサイクルによ

る資源の有効利用と環境保全に心がけ、豊かな生活空間を創造しながら、いつまでも社会に貢献し、お客

さまに満足をお届けする企業を目指して積極的に取り組んでおります。 

 

（２）目標とする経営指標 

当社グループは、タイル建材を取り巻く厳しい環境下において、各種施策の実施により業績回復に努め

ており、継続した利益の出る企業体質確立を目指しております。その指標として「営業利益」「経常利益」

などの損益項目を重視しております。 

 

（３）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

中長期的な当社グループの経営戦略といたしましては、タイル業界における市場規模は今後縮小傾向で

推移するものと予想される中、徹底した経営資源の効率化を図り、開発・生産・販売の連携の強化及び商

品開発のスピードを向上させることにより販売力の強化及び新規市場の開拓を実施し、また、効率的な生

産により原価低減に努め、併せて遊休資産の活用を進め、赤字体質から早期脱却することにあります。 

 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の作成にあたり、日本基準を適用しております。ＩＦＲＳの適用につき

ましては、今後も検討のうえ、国内外の諸情勢を踏まえて適切に対応していく方針であります。 
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当連結会計年度
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,439 2,602

受取手形及び売掛金 1,399 1,283

商品及び製品 1,101 1,000

仕掛品 46 46

原材料及び貯蔵品 60 57

短期貸付金 14 ―

繰延税金資産 0 1

未収入金 47 44

その他 36 16

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 7,143 5,048

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,888 4,936

減価償却累計額 △3,830 △3,895

建物及び構築物（純額） 1,058 1,041

機械装置及び運搬具 3,474 3,461

減価償却累計額 △3,413 △3,412

機械装置及び運搬具（純額） 61 48

工具、器具及び備品 594 589

減価償却累計額 △587 △583

工具、器具及び備品（純額） 7 5

土地 337 337

有形固定資産合計 1,465 1,433

無形固定資産

ソフトウエア 5 3

その他 82 12

無形固定資産合計 88 16

投資その他の資産

投資有価証券 6,935 8,318

長期貸付金 1,060 1,000

繰延税金資産 21 18

その他 207 234

貸倒引当金 △93 △60

投資その他の資産合計 8,130 9,510

固定資産合計 9,684 10,960

資産合計 16,827 16,008
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当連結会計年度
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 681 646

短期借入金 737 712

未払金 267 333

未払法人税等 69 69

災害損失引当金 357 333

その他 58 57

流動負債合計 2,172 2,153

固定負債

繰延税金負債 1,113 960

退職給付に係る負債 336 402

長期預り保証金 911 916

負ののれん 2 ―

資産除去債務 17 17

固定負債合計 2,381 2,297

負債合計 4,553 4,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,635 1,635

資本剰余金 1 1

利益剰余金 8,449 7,783

自己株式 △119 △100

株主資本合計 9,966 9,319

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,981 1,908

その他の包括利益累計額合計 1,981 1,908

少数株主持分 326 329

純資産合計 12,274 11,558

負債純資産合計 16,827 16,008
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

売上高 6,438 5,806

売上原価 4,716 4,253

売上総利益 1,721 1,553

販売費及び一般管理費 2,176 2,023

営業損失（△） △454 △469

営業外収益

受取利息 51 46

仕入割引 10 10

為替差益 236 ―

デリバティブ利益 ― 1

負ののれん償却額 4 2

貸倒引当金戻入額 6 3

その他 6 6

営業外収益合計 316 70

営業外費用

支払利息 10 8

売上割引 7 6

為替差損 ― 7

デリバティブ損失 19 ―

固定資産除却損等 0 5

租税公課 19 18

減価償却費 14 13

その他 1 3

営業外費用合計 73 64

経常損失（△） △211 △463

特別利益

投資有価証券売却益 74 ―

特別利益合計 74 ―

特別損失

投資有価証券評価損 6 ―

固定資産除却損 30 ―

たな卸資産評価損 ― 121

貸倒引当金繰入額 51 ―

役員退職慰労金 ― 23

その他 1 ―

特別損失合計 89 144

税金等調整前当期純損失（△） △227 △607

法人税、住民税及び事業税 34 46

法人税等調整額 3 0

法人税等合計 37 47

少数株主損益調整前当期純損失（△） △265 △654

少数株主利益 5 5

当期純損失（△） △270 △660
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

少数株主損益調整前当期純損失（△） △265 △654

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,367 △71

その他の包括利益合計 1,367 △71

包括利益 1,102 △726

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,096 △733

少数株主に係る包括利益 5 6
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年１月１日 至 平成26年12月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,635 1 8,720 △118 10,239

当期変動額

当期純損失（△） △270 △270

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

当期変動額合計 ― ― △270 △1 △272

当期末残高 1,635 1 8,449 △119 9,966

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 613 613 323 11,176

当期変動額

当期純損失（△） △270

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

1,367 1,367 2 1,370

当期変動額合計 1,367 1,367 2 1,098

当期末残高 1,981 1,981 326 12,274

ダントーホールディングス㈱（5337）　平成27年12月期　決算短信

12



当連結会計年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,635 1 8,449 △119 9,966

当期変動額

当期純損失（△） △660 △660

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △5 21 15

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

当期変動額合計 ― ― △666 19 △646

当期末残高 1,635 1 7,783 △100 9,319

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 1,981 1,981 326 12,274

当期変動額

当期純損失（△） △660

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 15

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

△72 △72 3 △69

当期変動額合計 △72 △72 3 △716

当期末残高 1,908 1,908 329 11,558
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △227 △607

減価償却費 111 101

固定資産売却益 △0 △0

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 30 0

投資有価証券売却益 △74 ―

投資有価証券評価損 6 ―

負ののれん償却額 △4 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 △33

退職給付引当金の増減額（△は減少） △325 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 336 66

災害損失引当金の増減額（△は減少） △24 △23

受取利息及び受取配当金 △51 △46

支払利息 10 8

為替差損益（△は益） △236 7

デリバティブ損益（△は益） 19 △1

売上債権の増減額（△は増加） △17 116

たな卸資産の増減額（△は増加） △165 105

仕入債務の増減額（△は減少） △49 △35

未払消費税等の増減額（△は減少） 6 △3

預り保証金の増減額（△は減少） △17 4

その他 70 89

小計 △560 △254

利息及び配当金の受取額 43 46

利息の支払額 △10 △8

法人税等の支払額 △43 △55

営業活動によるキャッシュ・フロー △570 △272

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14 △20

有形固定資産の売却による収入 19 0

無形固定資産の取得による支出 △10 ―

投資有価証券の取得による支出 △609 △1,605

投資有価証券の売却による収入 375 ―

短期貸付けによる支出 △250 ―

長期貸付金の回収による収入 14 74

デリバティブ取引による支出 △35 △4

デリバティブ取引による収入 15 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △495 △1,549
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △12 △25

自己株式の取得による支出 △1 △2

自己株式の売却による収入 ― 15

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △16 △14

現金及び現金同等物に係る換算差額 236 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △845 △1,844

現金及び現金同等物の期首残高 5,285 4,439

現金及び現金同等物の期末残高 4,439 2,595
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 

全ての子会社を連結の範囲に含めております。 

連結子会社の数  ５社 

連結子会社の名称 株式会社Ｄａｎｔｏ、株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅ、ダントーキャピタ

ル株式会社、西日本ダントー株式会社、Ｄａｎｔｏ ＵＳＡ Ｉｎｃ． 

平成28年１月１日に当社の連結子会社であります株式会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅを吸収合併

存続会社、株式会社Ｄａｎｔｏ及びダントーキャピタル株式会社を吸収合併消滅会社とする吸

収合併を実施しております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

該当事項はありません。 
 

３．連結子会社の事業年度に関する事項 

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

…決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は総平均法により算定しております) 

時価のないもの 

…総平均法による原価法 

なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資(金融商品取引法第２条第

２項により有価証券とみなされるもの)については、組合契約に規定される決算報告日に

応じて入手可能な 近の決算書を基礎とし、連結貸借対照表については持分相当額を純額

で、連結損益計算書については損益項目の持分相当額を計上する方法によっております。 

 

② デリバティブ 

…時価法 

 

③ たな卸資産 

…主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定しております） 

 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法(ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)は定額法)を採用

しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物   15～50年 

機械装置及び運搬具 ４～９年 
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② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいて

おります。 

 

③ リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上して

おります。 

 

② 災害損失引当金 

東日本大震災により被災した資産の復旧等に要する費用または損失に備えるため、当連結

会計年度末における見積額を計上しております。 

 

(4) 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付に係る負債の計上基準 

当社および連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係

る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

 

(5) 重要な収益及び費用計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

完成工事高の計上は、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事に

ついては工事完成基準を適用しております。 

 

(6) のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

のれんの償却については、５年間の均等償却を行っております。なお、平成22年３月31日

以前に発生した負ののれんについては、５年間の均等償却を行っております。 

ただし、発生した金額が僅少な場合には当該連結会計年度の損益として処理することとし

ております。 

 

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動につい

て僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からな

っております。 

 

(8) その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

② 連結納税制度の適用 

連結納税制度を適用しております。 
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（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平

成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職

給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当連結会計年度より適用しておりますが、簡便

法を適用しているため、退職給付債務及び勤務費用の計算方法に変更はありません。 

この結果、当連結会計年度の損益及び純資産に与える影響はありません。 

 

（表示方法の変更） 

（連結損益計算書関係） 

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「仕入割引」は、

営業外収益の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしており

ます。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行って

おります。 

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示し

ていた17百万円は、「仕入割引」10百万円、「その他」６百万円として組み替えております。 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前連結会計年度において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めており

ました「自己株式の取得による支出」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記す

ることとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表

の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「財務活動によるキャ

ッシュ・フロー」の「その他」に表示していた△１百万円は、「自己株式の取得による支出」△

１百万円として組み替えております。 

 

（連結貸借対照表関係） 

１．担保に供している資産 

                       前連結会計年度    当連結会計年度    増 減 (△)  

     建 物            10 百万円       9 百万円     △ 0 百万円 

     土 地            20 百万円      20 百万円      ― 百万円 

 

２．連結会計年度末日満期手形 

連結会計年度末日満期手形の会計処理については、当連結会計年度末日は金融機関の休業日であ

りましたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。 

当該満期手形は次のとおりであります。 

                      前連結会計年度    当連結会計年度    増 減 (△) 

     受 取 手 形            47 百万円     122 百万円      75 百万円 

     支 払 手 形             1 百万円       1 百万円       0 百万円 

 

（連結損益計算書関係） 

１．減価償却実施額 

                      前連結会計年度    当連結会計年度    増 減 (△)  

     有形固定資産            102 百万円      96 百万円     △ 6 百万円 

     無形固定資産              8 百万円       4 百万円     △ 4 百万円 

 

２．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後の金額であり、前連結会計年度と当連結会計年

度との洗替差額である次のたな卸資産評価損が売上原価に影響しております。 

前連結会計年度 当連結会計年度 

△ 4 百万円     6 百万円    
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（連結包括利益計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成26年１月１日 至 平成26年12月31日） 

   １ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

     その他有価証券評価差額金 

      当期発生額                 2,211 百万円 

      組替調整額                 △ 74 百万円 

       税効果調整前               2,137 百万円 

       税効果額                 △ 769 百万円 

       その他有価証券評価差額          1,367 百万円 

 

当連結会計年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日） 

   １ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

     その他有価証券評価差額金 

      当期発生額                 △ 223 百万円 

      組替調整額                   ― 百万円 

       税効果調整前               △ 223 百万円 

       税効果額                  151 百万円 

       その他有価証券評価差額          △ 71 百万円 

 

（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成26年１月１日 至 平成26年12月31日） 

  １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

 
前連結会計年度末 

株 式 数（株） 
増  加 減  少 

当連結会計年度末 

株 式 数（株） 

発行済株式     

普通株式 30,000,000 － － 30,000,000 

自己株式     

普通株式 (注) 364,220 11,987 － 376,207 

(注) 普通株式の自己株式の株式数の増加 11,987株は、単元未満株式の買取りによる自己株式の増加であ

ります。 

 

  ２．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

該当事項はありません。 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

該当事項はありません。 
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当連結会計年度（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日） 

  １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

 
前連結会計年度末 

株 式 数（株） 
増  加 減  少 

当連結会計年度末 

株 式 数（株） 

発行済株式     

普通株式 30,000,000 － － 30,000,000 

自己株式     

普通株式 (注) 376,207 11,524 75,100 312,631 

(注) 普通株式の自己株式の株式数の増加 11,524株は、単元未満株式の買取りによる自己株式の増加であ

り、減少 75,100株のうち、75,000株については当社連結子会社が所有する株式を処分したことによる

減少であり、100株は、単元未満株式の売渡しによる自己株式の減少であります。 

 

  ２．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

該当事項はありません。 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

該当事項はありません。 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                     前連結会計年度  当連結会計年度   増 減 (△)  

   現金及び預金勘定             4,439 百万円     2,602 百万円  △ 1,837 百万円 

 預入期間３ヶ月を超える定期預金         ― 百万円      △ 7 百万円    △ 7 百万円 

   現金及び現金同等物            4,439 百万円     2,595 百万円   △1,844 百万円 

 

（セグメント情報等） 

１．報告セグメントの概要 
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位の内分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。 
当社グループは事業単位ごとに、経営戦略を立案・決定しており、事業活動を展開する単位として「建

設用陶磁器等事業」と「不動産賃貸事業」を報告セグメントとしております。 
報告セグメントであります「建設用陶磁器等事業」では建設用陶磁器とその関連製品の製造・販売・

施工を行っており、「不動産賃貸事業」は工場用地の一部の有効利用を目的に賃貸しております。 

 
２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 
報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 
セグメント間の内部利益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 
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３．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成26年１月１日 至平成26年12月31日） 

 建設用陶磁器 

等事業 
不動産賃貸事業 計 調整額 

連結財務諸表

計上額 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

売上高  

外部顧客に対する売上高 6,238 200 6,438 － 6,438

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 83 83 △83 －

計 6,238 283 6,521 △83 6,438

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△615 162 △453 △0 △454

セグメント資産 16,333 494 16,827 － 16,827

その他の項目  

減価償却費 91 20 111 － 111

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
20 － 20 － 20

(注) セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円はセグメント間取引消去であります。 

 

当連結会計年度（自平成27年１月１日 至平成27年12月31日） 

 建設用陶磁器 

等事業 
不動産賃貸事業 計 調整額 

連結財務諸表

計上額 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

売上高  

外部顧客に対する売上高 5,637 169 5,806 － 5,806

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 83 83 △83 －

計 5,637 252 5,889 △83 5,806

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△612 143 △468 △0 △469

セグメント資産 15,511 496 16,008 － 16,008

その他の項目  

減価償却費 82 19 101 － 101

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
16 50 67 － 67

(注) セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円はセグメント間取引消去であります。 

 

【関連情報】 

前連結会計年度（自平成26年１月１日 至平成26年12月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 
単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。 
 

２．地域ごとの情報 
(1) 売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。 

 

(2) 有形固定資産 

本邦以外に存在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。 
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(3) 主要な顧客ごとの情報 

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記

載を省略しております。 

 

当連結会計年度（自平成27年１月１日 至平成27年12月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 
単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。 
 

２．地域ごとの情報 
(1) 売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しており

ます。 

 

(2) 有形固定資産 

本邦以外に存在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。 

 

(3) 主要な顧客ごとの情報 

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記

載を省略しております。 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損に関する情報】 

前連結会計年度（自平成26年１月１日 至平成26年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自平成27年１月１日 至平成27年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自平成26年１月１日 至平成26年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自平成27年１月１日 至平成27年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

前連結会計年度（自平成26年１月１日 至平成26年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自平成27年１月１日 至平成27年12月31日） 

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

前連結会計年度 当連結会計年度 

( 
自 平成26年１月１日 

至 平成26年12月31日 
) (

自 平成27年１月１日 

至 平成27年12月31日 
) 

１株当たり純資産額    403円33銭 
１株当たり当期純損失金額   9円14銭 
 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ
いては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり純資産額    378円23銭 
１株当たり当期純損失金額  22円27銭 
 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ
いては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。 

（注）算定上の基礎 

 １．１株当たり純資産額 

 

 

 

前連結会計年度 当連結会計年度 

(
自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

) (
自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日

) 

連結貸借対照表の純資産の部の 
合計額(百万円) 

12,274 11,558 

普通株式に係る純資産額(百万円) 11,948 11,228 

連結貸借対照表の純資産の部の合
計額と１株当たり純資産額の算定
に用いられた普通株式に係る連結
会計年度末の純資産額との差額の
主な内訳(百万円) 
 少数株主持分 

 

 

 

 

326 

 

 

 

 

329 

普通株式の発行済株式数（株） 30,000,000 30,000,000 

普通株式の自己株式数（株） 376,207 312,631 

１株当たり純資産額の算定に用い
られた普通株式の数(株) 

29,623,793 29,687,369 

 

 ２．１株当たり当期純損失金額 

 

 

 

前連結会計年度 当連結会計年度 

(
自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

) (
自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日

) 

当期純損失(百万円) (△) △270 △660 

普通株主に帰属しない金額 
(百万円) 

― ― 

普通株式に係る当期純損失(△) 
(百万円) 

△270 △660 

普通株式の期中平均株式数(株) 29,629,746 29,647,766 

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者との取引、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、ストック・

オプション等、企業結合等については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、

開示を省略しております。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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６．その他 

 

役員の異動 

（１）代表者の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）その他の役員の異動 

新任取締役候補 

取締役  村島 雅弘（現：当社独立委員会委員 
村島国際法律事務所 弁護士） 

 
（注）１．村島雅弘氏は、社外取締役（独立役員）候補者であります。 

＿＿＿２．平成28年３月30日開催予定の当社第188回定時株主総会において正式決定される予定であります。 
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